令和●年●月●日

利用者氏名●●様

GH　●●
ホーム長　●●



認知症グループホーム大会での研究発表のご相談（説明文書）

取り組みに合わせて文章を作成してください

1. ご相談の趣旨
この度、GH●●では、令和●年●月～●月にかけて、●●さんへのケアについて、●●のような取り組みを行ったところ、●●のような成果が得られました。
今回の取り組みは、他のグループホームに紹介することで、認知症の人に対する介護の質向上につながると考えました。つきましては、今回の取り組みにつきまして、日本認知症グループホーム大会で発表することについて、ご検討いただきたく存じます。何卒よろしくお願い致します。

2. 発表に際しての倫理的配慮
１）協力の任意性について
· 今回の発表に同意いただけるかどうかの判断は任意です。そのため、同意いただけないことによって、貴殿やご家族に不利益が及ぶことは一切ありません。また、一旦、同意いただいた後であっても、同意の取り消しは可能です。なお、同意を取り消した場合であっても、皆様が不利益を被ることは一切ありません。発表で公表する情報と公表しない情報を示します。



２）個人情報保護
· 発表に際しては、GHの所在地（県名）やGHの名称は公表します。また、活動中の写真を用いますので、貴殿が映っている写真を利用することを予定しています。ただし、貴殿のお名前や年齢、生年月日等は匿名化しますので、発表を聴いた人が、写真を見て氏名を特定することはできません。そのため、このことによって、あなたに負担や不利益が生じることはありません。なお、最終的な資料ができた際には、貴殿に内容を確認いただくこととします。
· 発表に使うデータは、紙・電子データともに●●（例えば、鍵のかかる保管庫）に保存します。また、データを取り扱う際には、パソコンをインターネットから切り離し、インターネットを通じて情報が流出しないようにします。データのメール送信はしません。
　　　
３）同意取り消しの自由
· 本事業に同意されない場合や同意を取り消した場合であっても、皆様が不利益を被ることは一切ありません。本事業へ協力いただくうえでこの「説明文書」をもって説明させていただき、「同意書」の提出をお願いすることになりますが、一旦同意いただいた後でも、随時、同意を取り消すこともできます。
· 同意を取り消したい場合は、担当の●●にお知らせください。


3. 相談窓口について
本事業に関してご質問や相談等ある場合は、下記担当者までご連絡ください。

相談窓口　担当者氏名●●




同意書

GH　●●
ホーム長　●●　殿

私は、日本認知症グループホーム大会で事例発表を行うことについて、文書により以下の説明を受けました。

説明事項
1. 発表の趣旨
2. 倫理的配慮
１）協力の任意性について
２）個人情報保護
３）途中取り消しの自由
3. 相談窓口について

上記に関する説明を十分理解した上で、本事業に参加することを同意いたします。
同意年月日　　　令和　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

ご署名(本人)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代筆の場合は、本人のご著名と代筆者氏名、続柄の記入をお願いします。

代筆者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄：　　　　　　　　　）

代諾の場合は、本人のご著名はいりません。代諾者ご著名と続柄の記入をお願いします。

代諾者ご署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄：　　　　　　　　　）











同意を得る際の主な注意点

· 説明の際には、本人にとってわかりやすいスピードや言葉遣いで、本人が理解できているかを確認しながら説明を進めましょう。資料の文字の大きさなどを大きくすることも良いかもしれません。

· ご本人の記憶の機能の程度にもよりますが、説明してすぐに同意書を記入してもらうのではなく、一晩考えていただくなど少し時間を置いて同意を得ることが推奨されます。

· 基本的には本人に説明し同意を得ますが、ご家族にも説明しておくことでトラブルを防げます。

· ご本人に同意が難しい場合は、ご家族等に代諾いただく場合があります。例えば、自分のお名前や住んでいる場所（ホーム名や地名など）がわからないときは、代諾をお願いするなどのように扱う場合があります。同意はできるけれども署名が難しい場合は代筆欄を使います。

· 同意書は2通作成し、ご本人とホームでそれぞれ保管します。
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1     令和 ● 年 ● 月 ● 日     利用者氏名 ●● 様     GH   ● ●   ホーム長   ●●         認知症グループホーム 大会 での 研究発表 のご相談 （説明文書 ）       1.   ご相談の趣旨   この度 、 GH ●● では、 令和 ● 年 ● 月 ～ ● 月 にかけて、 ● ● さん へのケアについて 、 ● ● のような 取り組みを行ったところ 、 ● ● のような 成果が得られました 。   今回の取り組みは 、 他の グ ループホーム に 紹介すること で、 認知症の人に対する介 護の 質向上につながると 考えました 。 つきましては 、 今回の 取り組みにつきまして 、 日本認知症 グループホーム大会で発表することについて 、 ご検討 いただきた く存じま す 。 何卒よろしくお願い致します 。     2.   発表に際しての 倫理的 配慮   １） 協力の任意性 について      今回 の発表に 同意 いただけるかどうかの判断は任意です。そのため、 同意 いただけ ないことによって、 貴殿 や ご家族 に不利益が及ぶことは一切ありません。 また、 一 旦 、 同意いただいた後であっても、同意の取り消しは可能です。 なお、同意を取り 消した場合であっても、皆様が不利益を被ることは一切ありません。       ２） 個人情報保護      発表に際しては 、 GH の所在地 （県 名 ） や GH の 名称は 公表します 。 また、 活動中の写 真 を用いますので 、 貴殿 が 映っている 写真を 利用することを 予定しています 。 ただ し、 貴殿 の お名前 や年齢 、 生年月日等 は匿名化します ので、 発表を 聴いた人が 、 写 真を見て 氏名を 特定することはできません 。 そのため 、 このことによって 、 あなた に 負担や 不利益が 生じることは ありません 。 なお、 最終的な資料ができた際には 、 貴殿に 内容を確認いただくこととします 。      発表 に使 う データ は、紙・電子データともに ●● （ 例えば 、 鍵のかかる保管庫 ） に 保存します。また、データを取り扱う際には、パソコンをインターネットから切り 離し 、インターネットを通じて情報が流出しないようにします。 データの メール送 信はしません 。         ３） 同意 取り消しの自由      本事業に同意されない場合や同意を取り消した場合であっても、皆様が不利益を被 ることは一切ありません。 本事業へ協力いただくうえでこの「説明文書」をもって 説明させていただき、「同意書」の提出をお願いすることになりますが、一旦同意

取り組みに合わせて 文章を 作成してください  

発表 で公表する情報と 公表しない情報を 示し ます 。  

